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【見出し】 

 「アンゴラ新政権と共に働く努力を惜しまない」澤田洋典日本大使の意見。 

 

【本文】 

私が着任した２０１６年は日本とアンゴラが外交関係を結んで４０周年となり

ました。２０１７年は日本とアンゴラの関係は様々な分野で更なる発展を遂げまし

た。 

 

２０１７年，政治面では日本からの要人の往来が活発に行われました。１月には，

佐藤参議院議員（現外務副大臣）及び堀井参議院議委員（現外務大臣政務官）がア

ンゴラを訪問し、８月には山際衆議院，１１月には矢野元参議院議員がアンゴラを

訪問しました。 

 

７月にはクラクフでの世界遺産委員会にて，日アンゴラ政府が相互支持を行い

「『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群」とザイレ州都ンバンザ・コンゴが世界

遺産に登録されました。 

  

８月にモザンビークで行われたＴＩＣＡＤ閣僚級フォロー会合にはブラガンサ

外務副大臣に出席いただき，堀井政務官との意見交換を行うことができました。２

０１８年には日本においてＴＩＣＡＤ閣僚級フォロー会合が開催され，翌年２０１

９年には横浜にてＴＩＣＡＤ７が開かれ，アンゴラ政府首脳の参加が期待されます。 

  

８月に行われた平和的・民主的・公正な総選挙を経て，９月に行われたロウレン

ソ大統領就任式には佐藤外務副大臣が安倍総理特使として出席するとともに，ロウ

レンソ大統領と意見交換を行い，経済部門を中心に両国の関係を強化していくこと

で合意しました。 

  

経済協力分野における日本の協力でハイライトとなったのは，ＮＥＣがＪＢＩＣ

の融資を受け工事を受注したアフリカで初めての光海底ケーブルの陸揚げ式でし

た。 

  

またＪＩＣＡもナミベ港整備計画，電力部門における技術協力，保健部門，農業

部門等様々な分野において大きな役割を果たしました。マランジェ州における綿花

生産プロジェクトは国内の農業生産を増加させるだけでなく，アンゴラ経済の多角

化にも寄与すると確信しています。 

  

草の根・人間の安全保障無償資金協力のスキームにおいて，日本はコミュニティ



ー開発並びに教育，保健，地雷除去等における社会開発に従事する様々なNGOに融

資を実施しました。アンゴラ国民の生活環境向上のためのプロジェクト実施を続け

ます。 

  

文化面では昨年に続いて積極的な交流が行われています。７月，日本大使館は世

界的に人気を博している日本食普及イベントを開催しました。８月にはアンゴラ女

子代表ハンドボールチームが日本に遠征し，２つのトーナメントに参加しました。

２０１９年には私の出身である熊本県にて，世界女子ハンドボール選手権が開催予

定であります。２０２０年には東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。

日本政府は「Sports for Tomorrow」プログラムを促進し，途上国への支援を行っ

ております。 

  

９月に行われた大統領就任式では，ロウレンソ大統領が自ら日本を重要なパート

ナー国の１つとして挙げて頂きました。引き続き新政権とは密に連携して日アンゴ

ラ関係の一層の強化に努めていく所存です。 
 



 

 

 

 



 

 


